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明治以後のインドに関する邦文文献について
一『インド書誌』編纂にまつわるいくつかのこと一

松本怖作

(大東文化大学JI'常勤講OiIi)

はじめに

以下は 2007年6月15日の経済資料協議会総会で、行った報告 rwイ

ンド書誌j編纂と主題書誌作成の課題Jに加筆したものである。
筆者は 2006年3月に『インド書誌 明治初期~ 2000年刊行邦文

単行書J(以下『インド書誌jと略)を上梓した。[) 本稿では地域

研究 (AreaStudy)の視点から文献を探索する過程で見られたインド

に関する文献特有の傾向を概観し、さらに現在のインターネット時代

に文献情報をほとんどの研究者や図書館員がオンラインデータベース

から得る状況にある中で、冊子体の主題書誌を編纂・刊行する意味に

ついて、いくつか考えたことを報告したL、。

(1) rインド書誌jの構成と内容
この書誌を作成した主たる目的は、明治以降から現代に到る期間に

日本において刊行されたインドに|刻する単行書をできるだけ数多く発

掘し、その全体像を一冊の書誌にまとめることにより、インドに関す

る地域研究にたずさわる研究者、学生、およびいろいろな分野でイン

ドに関して何らかの文献情報を得ょうとする人々の利用に供すること

であるo

1)松本的作『インド書誌 明治初期-2000年刊行子11文単行書j 東京外('Blilfi大学大学
院地域文化研究科 21世紀COEプログラム I~と資料ハブ地域文化研究拠点J 2006.3 

ix， 452 p. 東京外国語大学大学院 21(世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研
究拠点J研究議書)
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本書は主題別リスト、書名索引、著者名索引の3部から成り、収録

点数は人文・社会科学分野を中心とする単行書約 5，800タイトルであ

る。

インドという地理的概念について簡単に説明すると、インド亜大陸

には古代から幾多の王朝や帝国が存在した。近IIIに到ってイギリスを
はじめとする西欧諸国の植民地となり、 1947年にインドはパキスタ

ンと分離独立した。現在の南アジア諸国の ~IIからパキスタン、アフガ

ニスタン、ネパール、プータン、スリランカ、モルディブを除く地域

である。歴史的にはインドの地理的範囲は変化しこれら諸国と重複す

る乙ともある。

明治以降の刊行物に限定して収録したことについては、日本とイン

ドとの関係がそれまでの問按的なものから直接的なものに移行した歴

史的変化があり、それにともないインドに関する出版物の内容や量も

それ以前に比べて大いに変化したという事情がある。

明治以前の時期におけるインド情報は仏教を中心とするものであっ

た。初期の奈良時代には中国や朝鮮半島を経由して、後に江戸時代に

は長崎を経1:11してもたらされた印刷物を過してIISH妥的に伝えられ、囲
内に広がった。明治に到る長い期間にわたって、日本では唐・天竺・

本朝の三国をもって世界認識の基本とする時代が統いた。

明治以後の状況はそれまでとは大きく異なり、日本とインドの直接

的な支流が可能になった。インド社会のあらゆる分野に関する情報が

得られるようになり、かつ同時代の最新情報が大量に流入するように

なった。欧米の書物を翻訳して情報を得ることから始まって、自らイ

ンドを実地に体験し、その結果を印刷し発表するという過程が急速に

進んだ。またインド人による著作の紹介もだんだんと行われるように

なった。乙の新たな段階に入った明治則から本書の収録時期を開始し

た。

本書に収録されている文献が網羅的であるかという点については、

編者として未だ不完全であることを認めざるをえない。にもかかわら

ず、なぜこのH寺点で、刊行したのかという理由は、図書館や文庫・個人

コレクションなどで未調査のものが多いけれども、これらをすべて個

人で調査することにはI~J らかに限界がある。その限界を理由に刊行を
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遅らせるよりもあえて現時点での結果を公刊し、将来の改訂.を目指す

ことの方が大切で、あろうと考えた。

膨大な量の仏教関係文献のrl:.で、教翌日上の問題や経典研究や釈迦研
究の文献について、日本とインドの関係という視点から収録の適否を

判定することは筆者の能力を組えるものである。従って仏教研究、仏

教学、経典類、釈迦やその弟子速に閲する伝記資料は採録しなかった。

仏教説話や仏教文学作品も除外した。

ヒマラヤという地域概念があり、その中にインドの一部も含まれる。

この地域に関する登山・探検関係の出版物は彪大な数に達する。これ

については薬師義美著『ヒマラヤ文献目録jという優れた書誌がある

ので採録対象から除外した。 2)

ヨーガに関する文献も採録対象外とした。ヨーガはインドから伝え

られたものであり、現在もヨーガをめぐる交流は盛んである。ヨーガ

に関して脅かれた多くの資料のなかで、どれをインドに関係するもの

とし、あるいはそうでないものとするかを判断する乙とは困難で、あっ

たのがその理由である。

日本文学の中に現れるインド像・インド人像は様々な形をとってい

る。小説の世界の中でインドが舞台となったり、インド人が主役とし

て出てくることがある。日本人作家による小説の中のインドやインド

人をどのように考えるかは非常に難しい問胞である。それらは除外し

た。またインドを舞台とする短歌・和歌・詩集も除外した。

ただしインド人と欧米人作家の作品で日本語に翻訳・紹介されたも

のは収録した。また民話、童話、神話なども収録した。

文献探索の{更をはかるために以下の方策を講じた。

書名についてどれが主たる書名か副次的な書名であるか紛らわしい

場合には、“別タイトル"のもとに本文に記述し、索引でどちらも検

索できるようにした。戦前則の出版物には特に紛らわしいケースが多

L、。
団体出版物については、団体名を主標目とし、価|人名は書名の次に

記述した。著者名索引では団体名からも fl~1人名からも検索できるよう

にした。

2)薬師義美『ヒマラヤ文献目録j 新版(噌訂3)桜) 白水社 1994 1320 p. 
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著者楳日としての外国人名はローマ字表記で統ーした。理由はH寺代

によって人名表記が変化し、配列に影響を与えることである。例とし

てMohandasKaramchand Gandhiはガンヂ一、ガンジ一、ガンディー

などと脅かれている。これらの遣いは著者名索引の1'11で「を見よJ参
照を付-してローマ字表記のもとに統ーした。この方式を採用したこと

により、著者名の配列基単をアルファベット )1頃とした。

上記の理由により配列の基準をアルファベット )1聞とし、本文、書名

索引、著者名索引の全体に適用した。制字表は付表として掲載した。

(2 )インド研究における戦前と戦後 研究と資料の断絶

明治以後の日本におけるインド紹介はさまざまな形で行われた。そ

れらが集積されて日本国内におけるインドにたL吋喝る知識や認識は発

展してきた。インド研究は東洋学研究のI11で重要な一角を形成した。

歴史、言語、政治、経済、宗教、文学などの諸分野で発展をとげてき

たが、第二次世界大戦の敗戦で大きな挫折を見た。研究が主として進

められてきた大学や研究機関が大きな変化に見舞われたと同時に、多

数の研究者にとって研究の場が失われた。東亜研究所、満鉄調査部、

満鉄東1Il(経済調査局、rY-i洋経済研究所、綜合インド研究室などが解体

され、研究の場に大きな断絶が起こった。同H寺にそれらの機関の図書

館で所蔵されていた文献も散逸した。戦後この断絶からの立上りには

かなりのH寺聞を要した。また研究システムが消滅したことにより、研

究者相互の人的学術的交流が途絶えた。 戦後に再出発した世代の研究

者は、研究上の継続性が失われただけではなく、資料miで、の喪失に直
面して、研究活動をIJrWiするのにパイオニアと同械の背闘を強いられ
た。

このことは悶脊舶の分野でも深刻は影響をもたらした。 1923年の

関東大震災による資料の破損と焼失は膨大なものであった。特に関東

地域の図書館の多くがこの被害にあっている O さらに戦災による図書

館蔵省の解体・焼失は全国的なレベルで、起きたのであり、日本の図書

館界に未だに回復できない傷をのこしている。戦前JUI1こrリ行された資
料とそれに|刻する'情報が不卜分だと我々に感じさせる要凶のひとつは

このJAtにある O
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明治WJから現H寺点までのEI本のインド研究の歴史を知ろうとする
と、研究と資料の両面における断絶はいまだに回復されているとは言

えない。このような認識にたって資料面の全体像を把握し断絶の一部

を多少とも克服しようとすることに本書の主要な目標のひとつがおか

れている。

(3) 歴史的にみたインド関係出版物の主嬰な特徴

(A) 仏教伝来から江戸末期まで

奈良H寺代から江戸末期まで、の長い}別問にわたって日本におけるイン

ドのイメージは仏教と分かちがたく形成されてきた。釈迦の誕生地で

仏教が起こり盛んになった地としての西方浄土・天竺は、 11本人が-

度も行ったことのない未知の地域であった。西域やrjt国や朝鮮半尚を

経由して仏教は間接的に伝来した。そのことは単に宗教のみならず文

化・学術・芸術など多方而の知識と技術の世界でも同じであった。こ

のような長則にわたる文化の間接的伝来は西方への儲れをかきたて、

現在もシルクロード熱の形で統いている。

この附印AJlIJ物としては、仏教経典、仏教教義書、釈迦伝、悉曇学(サ

ンスクリット語、パーリ語などの古代インド北部の諸言語学)文献な

どが数多く刊行されているo また江戸時代rl:t則には航海111に迎雛して

天竺に到達したという所相天竺徳兵衛の伝記が残されているが、実際

に徳兵衛が行ったのは現在のタイであった。明治以後もこの関係の出

版物はいくつかあるが、これらは本書の収録対象から除外した。

(B) 明治から第二次大戦まで

明治になり日本人が世界を見渡したH寺のインドはいわゆる英領イン

ドとH千ばれイギリスの植民地であった。明治以後日本人が国際関係の

中でインドを位置づけようとするH寺このことは非常に大きな意味を

もっていた。政治・経済・文化関係のL、ずれにおいてもインド政庁の

意向を無視しては何事も具体化することができなかった。このような

政治的枠組みの中で戦前.t~~14tの日印関係は発展してきた。1'1 印関係

と日英関係が相互に影響しあうことはしばしば起こったのであり、特

に政治や経済の分野では顕著で、あった。印刷物の分野でもインドまた
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はイギリスで刊行された資料が'情報の大部分を占めていた。その中で

も英語文ílj~から得られた情報をもとにインドに関する出版物が作られ

るケースが多かった。

IljJ治則に刊行された最初のインド!とは明治 14(1881)年に出版され

た高橋吾良著作1I度史jであろう。英語を'1'心にフランス話・ドイツ
im -11キには潟書も利JUして情報を集め 4巻の歴史書としてまとめたと

巻頭に記されている 3) これに統くのが明治 22(1889)年に刊行さ

れた北村三郎著作IlJ.fr史jであろう o これも欧文資料を主たる情報源
にして編成されている。 4) 

近代仏教学はl明治開国以米人子が可能になったサンスクリット語

(対話)やノfーリ話(巴利語)の原典とチベット語訳など、日本人にとっ

て新しい形態の仏教経典や文献を!駆使し、西欧的方法論を取り入れて

新たに出発した。宗門的制約を離れて I~I 山かつ批判的な姿勢で、歴史

的研究・文献学的研究・教理論的研究の分野で新たな地平を開拓しよ

うとするエネルギーが溢れていた。そのlt立大の理EtIはJlj]治新政府の国

家事11道政策によって引起された同家と仏教諸宗派との公然たる緊張関

係であろう。幕末-の尊王蝦夷運動の'11で仏教諸宗派は佐幕派のー勢力
と児1放されていたが、 IljJ治政府が国家事11道政策をJtJげてからは一層そ
の存在が危険にさらされた。新政府との妥協がある程度見通せる時期

に至るまでのJijJ間は仏教諸宗派にとっては政治的緊張の述統であっ

た。“路仏~釈"政策下に諸宗派は政治的緊張とともに、教学上の試

練にもさらされたのである。

皮肉なことには 19由紀後半の仏教発祥の地インドでは、仏教は長

L、衰退のH抑制を経て、その存在自体が非常に小規模に一部の地域だけ

に残っている状況であった。したがってインド仏教研究をリードして

いたのはヨーロッパで、Ijlでもイギ 1)スが最先端にあるという認識が

|二|本の'1'でひろがった。そこで¥:1本の仏教界は優秀な若者をイギリス
に送りはじめた。

西本願寺は明治 51ドに椀 i二神融、島tl!l W~雷らの一行を欧州、|に派遣し

3) ;fr，備自良 rrllJ良・¥l!J繍H~ ~I~j織自良 I~I治 14(1 881) 126 (l-

4) 北村三J'~I rl'lHU: ~と (全) 附'例鮮・安市-fífliilO ・滋摂U~(i%l¥l!J 仰文Ii{{ 1リi治
22(1889) 435 (l. 
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た。それに随行した、赤松辿城、光田為然、堀川教阿らは約2年余り

滞欧視察を行った。西本願寺hからは後に大谷光瑞の一行がインドへ入

り各地を訪問している。

東本願寺は明治6年に翻訳同を設置し日本で初めてリグ・ヴェーダ

の英訳本からの翻訳やべンガリ一語文典の訳出を行うなど活発な活動

を開始した。 5) 明治9年には南俗文総と笠原研美子を英国に送り、二

人はオックスフォードにおいて F.マックス・ミューラーのもとでサ

ンスクリット語の習得に励むとともに経典に対する盟詰な知識を駆使

して、師とともに経典校訂を行い、サンスクリット文による I金剛般
若経Jr無量寿経Jr阿弥陀経Jr般若心経Jr尊勝陀羅尼jを刊行した。
また他にもいくつかの業績を残している。

南陳文雄は滞英8年近いJUJ聞に数多くの業績を発表した。笠原研寿

は研究"11に結核を忠い5年余の滞英生活に区切りをつけて帰国したが
程なく死去した。雨降文雄の『懐旧録 サンスクリット事始めjによ

れば、彼の出身地岐阜大垣では慶臆2年末の政情不安定な時期に本山

の承認を受けて*本願寺系寺院の住職・二・三男を"1:1心とする{将兵部

隊が編成され箪事訓練が行われた。西本願寺系の別の部隊も編成され

たと言う。慶臆4年正月の伏見での戦争に際しては、本山からの特使

が来ていわゆる官軍と戦うために上泊するようとの命令をもたらした

が、出兵予定の前日に見合わせの特使が来て急漣派遣"1:1止となり、賊

軍になるのを免れたと回想している。南幌自身も僧兵の一員として加

わっていた。 I布陣とその後の明治政府との関係をみれば、その立場に
随分と振幅の大きな変化が見られる。 6)

いわゆる「グレート・ゲームJ(Grcat Game)の影響も無視できな
L 、要素である。開国明治政府が国際政治の111で否応なしに対而したの

は19世紀後半の剥き出しの帝国主義戦争の時代であった。国際関係

を軍事的な観点から調査する努力が払われた。インドとの関係で見る

と、グレート・ゲームの当事国はイギリスとロシアであったが、その

舞台はロシアと英領インドとに挟まれたイラン、アフガニスタン、中

5)担空港民li信『蹴訳同と本主I!初訳リグ・ヴェーダ lI!本願寺蹴訳!誌の業績紺介1a大谷
大学|濁脅自由報j 第6号 昭和62年5月 p. 5-16) 烈闘行元自r~ r干IJ興静陀』を紹介。
6)雨俗文雄『懐旧録 サンスクリット事始めj 平凡社 1979 1>.3-11. 
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央アジア、チベットであった。英領インドは実態的に一方の当事者で

あった。この舞台となった地域に|刻して日本陸軍はかなりの調査を

行った。グレート・ゲームに対する日本の関心の高さは、それが日ロ

関係に直結していたことによる。これらの軍事的な調査結果は公開さ

れない性絡をもっており、実態を知ることは今となっては困難である

が、いろいろな形で残された刊行物のなかにアフガニスタン関係の軍

事資料が多く残っている。インドの'!Tf.~jçに閲する現存資料は少ないが、

その代表的なものとして、明治 19(1886)年における福嶋安正・田内

三吉の両陸軍将校のインド紀行がある。7)

明治 10年代の半ばから 20年代終わり頃にかけて T.B.マコーレイ

によるクライヴ伝とウォーレン・ヘイスティングス伝が数多く出版さ

れた。 確認できただけでもこのH寺則に 23タイトルが世に送り出され

ている。このような短期間に二つの版本からの翻訳が数多く出版され

たのは、当時のベストセラーになったからではないかと思われる。R.

クライヴは南インドでフランス勢力やマイソール王国などと戦い軍事

的覇権を確立し、さらに 1757年にはプラッシーの戦いでベンガル太

守とプランスとの連合軍を破り、東インド会社の軍事的覇権を打ち立

てた人物である。ウォーレン・へイスティングスはベンガル総督とし

て梢民地行政制度を整備するとともに、徴税制度の改正、裁判制度の

確立に意を払った人物である。このようにインドにおけるイギリスの

軍事的利権確立と植民地行政陥立を代表するこ人の人物の伝記がもて

l縦されたことは、日本の台湾・朝鮮半向における植民地獲得と'1:'国大
陸への帝国主義的進出への流れと無関係であるとは言えないであろ

う。これらはイギリスの帝国主義を批判するためではなく、むしろ肯

定的な立身出世物語として出版されたと思われる。この伝記は英語の

教科書としても利用されたようである。これらは明治日本が次第に植

民地礎得に動き、帝国主義国家へと変化して行く段階での11'.版界のひ

とつの助きを示すものと考えられる。 8)

|間余党三天心が日印関係に文化而で寄与・した役割Iは非常に大きかっ
7l制的安.IE.m内三吉 rfn1.lr紀行l陸軍文郎 lリl治 20(1887)10， 237 ". 
8)附欠・となるのは Macaulay，Thomas sabington: rI'JlJ.良E顛覆史 (上巻)j (マコーレ一

昔 11，川良作訳) 博聞社明治 15(1882)118 Jl. 
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たといわねばならない。天心は1902年にカルカッタを訪れ、ベンガ

ルの画家、芸術家、知識人との交流の道を聞いた。彼はまたインドの

独立運動にも大きな関心をもっていた。「アジアはひとつjという彼

の言葉はその後濫用され手垢にまみれてしまったが、中国とインドで

の見聞を中心にそのアジア観は形成されたもので、インドへの関心は

以後生涯を過して維持された。タゴール家の人々や周囲の文化人との

親密な関係はその後の日印聞の文化的交流の出発点になった。タゴー

ル一族のプリヤンパダ・デーヴィー・パネルジ一夫人と天心の恋愛書

簡集は現在でもなお瑞々しい美しさを伝えている。 9)

R.タゴールがアジア人としては初めて 1913年にノーベル文学賞を

受賞すると、日本では大きな反響を呼んだ。受賞作『ギーターンジャ

リ』は早くも大正4(1915)年に翻訳出版され他の作品も続々と紹介さ
れた。 lω 以後数多くの著作が戦前・戦後を通して翻訳・紹介された。

彼は 1916年以来5回日本を訪れて各地で講演会をIJ甘いたりして幅広

い階層に影響を与えた。彼が日本の中国侵略に対して厳しい批判を展

開したことはよく知られている。彼の著作は現在も日本で読まれ続け

ている。 M.ガンディーと並んで日本で最もよく読まれているインド
人の一人であろう。

戦前の日本ではインドの独立運動に対する共感と支持が幅広い階層

にわたって存在した。その指導者としての M.ガンディーは早くから

注目され、紹介された。 11)ガンディーに魅了された日本人は戦前か

ら多く、直接インドに訪問して面会して書いた資料(1陣升=日達、賀川

豊彦、高岡大事iliなど)や日本人の研究書、外国人の著作翻訳(ロマン・
ローラン、 c.F.アンドリユースなど)から大量のガンディーに関す
9)岡倉天心『宝石の戸なる人に プリヤンパダ・デーヴィーと附倉党三愛の手紙j

平凡社 1982 271 p. 1997年には『平凡社ライプラリーJJ阪で刊行された。
10) rギーターンジャリ(歌の祭賛)印度新詩集J (Jm野三良訳) 東雲蛍沓脂 大正
4(1915) 30， 9， 228， 31 p. 

11)餓平名智太郎『ガンヂ審判の日j 改造社大正 11(1922)6， 4， 224， 2 p. 
茂森日怯士『ガンディ及びガンデイズム』 日本評論社 大.iE11(1922) 4， 6， 197 p. 

『ガンディ論集J (校下三良訳) 日本評論社 大正 11(1922) 6， 80， 241 p.などが大
正11(1922)年以後紹介され始めた。

高間雄租l訳『ガンヂー全集 第 1・5篇』 春秋社 H月利払5(1927-1930)5 fIIl 自叙伝
を含む相当量の著作を翻訳したもの。
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る情報が流入した。 非暴力主義の政治思先日とインドの広範な階層の民

衆を独立浬助へ動員する政治手法、さらに断食と政治的要求とを組合

わせる方法は日本人を驚かせ鮮烈な印象をl喚起した。型人、型雄とい

う受け 11:め方が日本で一般化したが、彼の日本の帝国主義的膨張政策

に対する鋭い批判についてはあまり紹介されていなかったのではない

だろうか。

J.ネルーも早くから注目されていたが、彼の著作は戦11寺rllから出

版され始めた。 ω しかしむしろ戦後になって多くの著作が翻訳され、

また伝記などによって日本社会によく女11られるようになった。 1949

年子象インディラの上野動物岡への寄贈、 1952年締結のEI印平和条

約における賠償請求権の放棄などを過しての一貫した対日友好政策と

ともに、米ソ冷戦H寺代の国際政治のJ坊における非同盟諸国の旗手の一

人として、ネルーは日本でJよく受入れられた。

中村屈のボースとして知られる R.B.ボースは日本に政治亡命し多

くの著作を発表した。インド独立を訴える政治的著作と並んで民話や

神話の紹介なども行った。戦後においても彼に閲する伝記的資料は相

馬黒光やいろいろな人々によって書かれている。

戦前の在日インド人による独立運動に|英|しては、相11戸の在日本ITJ度

岡民合が発行していた雑誌 rVoiceof IndiaJがあった。このパックナ

ンバーは未発掘で、不揃い版がニューヨーク・パブリック・ライブラ

リーで、J貯蔵されている。そのマイクロフィルム版は日本の図書館でも

見ることができる。一部の号では英語・ EI本語併記のものがあり、完

全版を作り上げることができれば資料的価値も増すことであろう 13)

同様に日本に亡命した人々のr11では A.M.サハイ、A.M.ナイル、M.
プラタプなどの書いたものが見られる。

12) J.ネルーの許作n:lJJ度の統一J (松本似-iV¥) fJ生村弘道flll 昭和 17(1942)5， 3， 
3051'. 

fネールi'I>?M仰 nlJ良ーの Ji~近の事象に 11Mする mULU 竹村有|犬、伊g~木茂美~~訳) 閥

際日本協合 IIN利 18(1943)2 1111 

r iJJ~インディラへの子紙J (第 l部) (第 2m¥) (11品山l!It之助訳)政閥tl: IIrl羽|
17(1942) 2 1111 

13) Voicc 01 IndiaJ iWの7イクロフィルム版はアジア経済砂f究所l雪1*飢と*京外l五日目
大学I~I書館で所蔵されている。
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S. C.ボースはチャンドラ・ボースの名前で有名である。第二次大

戦中日本政府の支援により結成された白山インド仮政府の首班となり

インド国民軍(IndianNational Al'my)を率いた。彼の死因についてイ

ンド悶内では疑問の戸があがりインド政府は何度か調査委員会を設置

しその度ごとに報告書が公刊されている o 11本では戦11寺'1:1に彼の著作

が自伝をふくめていくつか翻訳紹介された。戦後にも彼に関する伝記

的資料がいくつか刊行された。またインド国民軍の創設・展開にかか

わった牒原機関や光機関の関係者による同組録や談話記録などは戦後

刊行され、研究書もIH版されている。 14)

インド問民軍に関する日本政府の公的資料は非常に少なL、。第二次

大戦中に日本軍が占領統治したアンダマン・ニコパル諸島に関する公

的資料も残っていないようである O これらに関する資料について今後

国内外での発掘調査が行われることをWIf寺したい。
第二次大戦中のインパール作戦における11本軍とインド国民軍の惨

敗と多大の死傷者をもたらした悲劇lは日印|対係史上忘れる事のできな
L、出来事である。これに関する膨大な資料の中からどれを選択し本書

に収録するかについての基準を設定することは筆者にとって非常に困

難な問問であった。インドとビルマの国境を挟んでの戦ld¥1はインパー

ル作戦と呼ばれているが、これは決して孤立した戦闘ではなかった。

東南アジアにおける戦争や重度政府とj柳時したEIIII戦争の一部として

連動した戦線であった而もあった。ビルマにおける戦闘にもHキ則的に

L、ろいろな段階があり、地域も各方而にわたる。残された文献の*で

も、異なった角度からいろいろな地域が取り l二げられていて、インパー

ルやアラカンの国境地椛の戦闘に全く触れていないものも多L、。その

ような事情を勘案して、本書ではいわゆるビルマロード問題、インパー

ル・アラカン地帯における戦闘、インド悶民軍、日本軍将兵のおlil乱
戦後の遺骨収集に関して相当の記述を行っているものに限定して収録

した。この地域の戦闘に参加し帰還することができた人々によって脅

かれた資料は非常に多いが、その全体像を知ることは困難である。戦

14)アジア経済研究所riYiアジアの民政J1I!!Jl)Jと11本J (長崎暢子編) 1980 229}l. 
外務省アジア川第四課『スパス・チャンドラ・ポースと II;f>:J 1I!131(l956) [4] 235 1'. 
線以松市、倒防l一乗、スパス・チャンドラ・ボース・アカデミーなどによる1m必録もある。
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友会や11M人によって戦後各地で多くの資料が印刷刊行されたが、 ~I'売

品が大部分を占め、関係者の聞でのみ配布されたものが多いと思われ

るo 記録を残したいという願いで作成されたものであろうが、多くの

場合それを国立国会|立|書館や各地の公共図書館や大学図書館に寄贈す

るということにはならなかったようである。戦前の(lill添編成は出身地

単位で行われたので、戦後の戦友会も大多数は出身地'11心に作られ、
多くの場合限られた地域内で配布されたものと思われる。したがって

この舶の資料は各地の県立図書館や市立図書館などでの所蔵に期待し

なければならないが、そのための調査に要するH寺111]と労力は膨大なも

のになろう O

第二次大戦から帰還した将兵による各種資料を創lt1占的継続的に収集

している図書館は少ないようである O ネット上の所蔵制査では奈良県

立図書館が比較的多くの資料を所蔵している。

戦前!被後を過して日本人のインドに対するイメージ形成に大きな影

響を与えたのはR.キプリンク'の作品で、あろう。『ジャングル・ブックj

や『キムj、短編小説や詩集などが明治則から紹介され今に到るも衰

えをみせない。特に少年少女のための読み物には『ジャングル・ブッ

クjがしばしば登場する O 子供向けの読み物の世界では、仏陀と仏教

説話、仲人物語のr:I:1のM.K.ガーンディーや詩人で出惣家のタゴール

と並んでインド・イメージ形成の主役の一人である O 宗主国イギリス

側から見た植民地インド・イメージが文学作品を過して移植された典

型的な例といえよう O 現在も依然として子供の読み物のI!t界で大きな

一角を占めている。

第二次大戦が開始されると戦争遂行のための各栂'附報が必要になっ

てきた。 戦争当事聞に|刻する軍事情報とともに、日本が初めて軍隊を

展開し実際の戦M:tI行為を行う各国・各地域に|刻する全1:会・経済・政治・

歴史・法律・地理・言art.歴史・文化など広範な分野の'情報が必要に
なってきた。特に東南アジアや南アジアについては情報の不足が深刻

であった。この情報不足を短期間でカバーするために附存の研究機関

や研究者または報道関係者などを大がかりに動員し日本間内での自前

の調査研究を進めて、その成果を利ITIするという形での戦争努力が行
われた。

-14-



調査・研究に要する人的・資料的資源は当時の日本の状況では明ら

かに貧弱なものであったと言えるのではなかろうか。そのような制約

条件のもとで採られた方策は、諸外国で刊行された代表的な学術的著

作を急漣翻訳し、情報資源として活用しようとするものであった。そ

のために戦時中で荷物資が不足し、印刷用紙も一般の市場では大いに

供給量が減り品質も低下している中で、日本人による自前の研究成果

とともにこれらの制訳された学術的出版物に対しては、優先的に用紙

が削当てられた。出版物の中には発行部数が奥付に明記されているも

のもあり、 5000部、 3000部、 2000部などと現在の基単で考えても

相当多量に印刷されたことがわかる。これらの翻訳の成果を今になっ

て振り返って見れば少なくともインドに関してはかなり貴重な著作が

選択されていることに気付くのである。

例えば経済学分野のみを見ても、インドで最初の計図i経済脅といわ
れる M.ヴィスヴェスヴァラヤの作品が抄訳ではあるが n:fJ度の経済
構造jという標題で刊行されている。 D.R.ガドギル『近世インド産

業費連史j、D.H.プカナン I印度の近代工業j、L.C. A.ノールス『イ
ギリス植民地組消史j 、 V. アンステイ r~11度経消の研究j 、R.ムケル

ジイ『印度農業経消論J、R.ムーケルヂ『印度海運史jなどが刊行さ
れている。乙れらは戦後のインド経済研究の中でも資料的価値をもっ

ていたと言うことができょう。 15)

15) Visvesval'aya， Mokshagundam mU1rの経済構造J(M.ヴィスヴェスヴTラヤ著
岡倉古志郎iilu 綜合インド研究室 昭和 18(1943)3， 333 1'. 
Gadgil， R. R. r近1吐インド産業授迷史J (0. R.ガドギル箸 鈴木正問訳) 媛隙書房
l昭和 18(1943)13，4581'. 

Buchanan， O. H. mU1rの近代工業J(0. H.プカナン箸 l河合古志郎訳可11¥書房
昭和 18(1943)4， 2， 4， 8， 793， 48 p. 

Knowles， L. C. A. rイギリス制民地経済史第 1・2巻J (し C.A.ノールス苦闘倉
古志郎、前橋正二説。 梨LUm府 附利 18-19(1943・1944)2 1111 
Anstey， Vern rl'rl!皮綴測の研究J (アンステイ者 末尚信;iJO 有光社 l昭和
17(1942) 2，2， 15，554 p. 

MlIkerjee， Radhakamal nw度農業経消論J(R.ムケルジイ省総合インド研究室訳)
綜合インド研究笠 H丹羽J18(1943) 2， 6， 323 p. 

Mooker・ji，Radhakumlld mU1r海迎史J (R. ムーケルヂ務総策~m訳)帝閥書院

"ri有118(1943)237 1'. 
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(C) 戦後の状況

占領下の日本人にとって 1947年のインド独立は大きな出来事とし

て迎えられた。ガンディーやネルーなどを指導者とするインドの独立

運動は長い|自!日本の世論の1'11で注目されていた。また戦争中のインド

国民軍の!WJ向に|刻する仙報もかなり広範に流れていた。そのような要

因があり戦後の日本では一般的にインドは好!惑をもたれ友好的な雰囲

気にあったと言うことができょう。独立インド政1Mは国|際政治の場で
は非同盟政策を掲げ、国内的には社会主義型社会の建設と計画経済の

推進を目指していた。1'1本との 2国II¥JI葵i係では、戦争rjlのアンダマン・
ニコパル諸島占領や東部のインド・ピルマ国境地帯における悲惨な戦

闘があったにもかかわらず、 H古償請求権を放棄し新たな友好関係樹立

への姿勢を示した。初代首相のJ.ネルーはもっとも歓迎された外国

人政治家の一人であった。彼の自伝や『父が子にかたる|世界史jなど

が戦後も翻訳紹介され、現在も版を重ねている o また彼に関する伝記

的文献の数も相当に多い。

極東問|路軍事裁判におけるR.パール判決書に|射する議論は日本囲

内でいまだに継統している。第二次大戦における日本の立場を擁識し

ようとする立場から、ノfール判決書を重視する保守派の文献が多い。

第二次大戦1:11に1ilil!Yfとなりインドのビーカーネールや一部はクエッ
タ(現パキスタン)に収察されていた兵士に関する文献は非常に少な

い。さらに文献の発品iiを進める必要があろう。また同時期にマラヤ、

シンガポール、ビルマ、インド、セイロンなどに滞在していた日本人

約3千人は敵国市民として強制抑留された。初JijJにはニューデリー市
内のプラーナー・キラーに、その後現ラージャスターン州、|のデーオリー

に収容された。この事実に関する文献も非常に少なく、インド関係者

の中でもあまり知られていないと思われる。強制抑i刊された人々が帰

国後結成した親|出団体「インドワラ会jの中で配布された Iインドワ
ラ通信jは、東京外岡市大学大学院COEプログラムによってマイク

ロフィルム保存版と複製版が作成され、公開利用に供されている。ま

た同会メンバーによるスケッチ集などの資料もマイクロフィルムによ

16) r インドワラ通信j 第 1-38~f 1966.12-1988.5 大和IIli 木村二郎編集発行総製
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る保存と複製版の作成が行われた。 lω

戦前・戦後を通じて目をヲ|く現象のひとつは膨大な量の紀行書であ

る。特に戦後の一時期から出版点数が上昇しているが、インド紀行書

は途絶えることなく増え統けている。それらに共通するのは日本とは

非常に異なる多民絞社会とその多様な生活や留俗に対する驚きを書き

記していることである。生まれて初めて強烈なカルチャー・ショック

を受けて、自分の胸の内に収めておくことができず他の人々にも伝え

たいというレベルの驚きであるようだ。

これと同様に数が多いのは仏教遺跡への紀行書であるが、この場合

は執筆者が僧侶、仏教徒である。日本仏教徒の巡礼の旅の記録という

特徴をもっている。乙の傾向は今後も続くと予惣される。

インド料理の本は数としては多くないが出版されている。カレーは

インドから伝えられたのか、イギリスからかという問題は別にして、

インド料理に対する日本人の興味は強まっているし、食生活の中に少

しずつ入り込んできているようだ。

特異な出版物としては、ラジニーシ及びJ.クリシュナムルティに

よる著作の翻訳文献である。それぞれを宗教指導者として仰ぐ教団や

そのメンパーによって日本語に翻訳された文献の数は驚くほど多く、

1970年代から継続して出版されている。それらは教団の内部または

周辺で流通することが多かったと想像されるが、商業m版社から発売
されているケースも見られる。このことは教団の外部にも一定の需要

がある乙とを伺わせる。オーム事件に象徴される日本社会内の既存宗

教に入りきれない部分がこのような教団によって取り込まれているよ

うである。

カルカッタ(現コルカタ)で貧しい人々のために長い間奉仕活動を

行いノーベル賞を授与されたマザー・テレサに関する本が多数継続的

版とマイクロフィルム 35ミリl阪を東京外岡語大学閥f!f倣で所蔵日その他の|期)!l!資料

として、インドワラ会『スケッチが諮る印度仰ffl記(1941.12.8-1946ふ19)j 大和市

深谷友美『述き空をみつめて 母・伊香房子j 八戸 1996 214 p. 

絡敏朗『インドのMi訓}砂漠に日本人収容所があったj 籾11'1ソノラ? 1995 340 p. 

昭南特別iIir.¥時来、ピルマ及印Ij{在fI'I邦人抑留者名簿J1943 224 p. 
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に出版されているo 彼女の活ffYlは多くの日本人に注目され敬意が払わ

れている。彼女に関する本の多くはキリスト教関係|ヨH;f三から出版され
ているが、商業出版社からも相当数が刊行されている。

文献の存在臼体に閲する情報を得るのが難しい分野のひとつとし

て、対インド経済協力分野で、活動しているいわゆる NGO・NPO団体

が作成する印刷物がある。これらについてはその実態を知ることが難

しいが、 1:IlAWJ物を重点的に収集し公開している図書館は現H寺点では存

在していないと思われる。納本制度が機能して諸団体から国立国会図

書館にその多くが納本されているとは思えない。どこかの図書館が意

識して収w‘に努力し、後Iltに資料として残す必要があると思われる。
同じような意味で図書館が意識して収集しなければならない種類の

文献として、在日インド人の人々が作成・流通させている各種印刷物

がある。在日インド人の数は噌えつづけていて、彼らの聞では英語・

ヒンディ -nr:tなどによる印刷物の種類が増えていると思われる。これ
らは邦文文|献ではないが、日本の現代社会のー而を示す貴重な資料で

あることは疑いなL、。英語やヒンディ一語以外の言語による資料もま

た重要である。これらを意識的継続的に収集・保存して公開利用に供

する図書館がぜひ存在してほしいと考・えるo

この書誌に設定した 2000年までの収録期Il¥lを過ぎて 2111十紀に入

ると、 '1'[五l・ブラジル・ロシアとならんで経済大国として浮上し始め
たインドに|刻して、日本のマスコミは注EI度を強め、出版物も増えて
L 、る。ある極の「インド・ブームjが起こりつつあるかのごとくである。

国際経済における大市場としての可能性と国際政治における核保有国

としての大国インドのイメージが日本で!よがりつつある。経済や政治

の分野以外でもインドに関する関心は高まって、多くの出版物が見受

けられるようになってきた。 '1'にはインド式計算術に閲する入門書が
短期間にffiJJA¥も出版されるような現象も見られた。これらの出版物は

急速に変化しつつあるインドの姿を伝えようとするものが多い。多様

で複雑なインド社会がどのような変化をとげようとしているのか、多

角的な冷静かつ注意深いアプローチが必要であろう。

なお戦後の日本におけるインドに|英iする社会科学・人文科学分野で

の研究については、時間のf!iIJ約もありここで特に触れなかったが、研

。。



究史と関連文献についての調査がアジア経済研究所などによって継続

的に行われてきたのでそれを参考にしていただきたい。またw史学の
分野では前年に印刷発行された1I/i!別の学術的な成果を紹介し、書誌的

な情報を合わせて提供することが『史皐務i誌j上で、毎年行われている。

乙のような研究サーヴェイは図書館側にとって大いに役立つ資料情報

源となっている。 17)

(4 )データベース時代における基本的な文献情報源の状況

(A)オンライン検索で必要な文献情報は得られるか。

現在の図書館における文献にl刻する情報源としてのオンラインデー

タベースは、従来の伝統的な冊子体の書誌・目録・索引類に較べると、

一層重要性を増している。データベースの収録範囲も広がり、検索の

ための工夫も改普され、全体として充実してきている。国立l司会図書

館の所蔵データベースや雑誌記事索引データベース、匡|立情報学研究

所の総合目録データベース、その他の図書館の所蔵目録データベース

などは我々が資料を探索する際に有用なトウールである O けれどもこ

れらのデータベースを利用すればインドに関する過去の印刷物につい

て完全な情報が得られるかどうかという視点から見ると、多くの問題

がある。

国立国会図書館の蔵書目録データベースの場合は、明治以後から戦

後瞥くのH寺)gJまで旧鴻字を使fIJした印刷物に関する記述が、戦後の当

用漢字を基本に行われているので、 113湖字の表記において全く歴史性

17)第二次大戦後の日本のおけるインド研究の朕史と成果については次の資料が有川で

ある。

アジア経済研究所『日本における発阪途 l二|事lの研究 『アジア経済J100け記念特集1
1969 272 Jl. 

アジア経済研究所『発展途上国研究 70年代11本における成栄と課題J1978 130， 
279， 19 Jl. 

アジア経済附究所『発服途上国研究 11*における成*と球児ilJ 1986 1 1111 
アジア経済研究所 rt也域研究論J (1IIIJIl'J一著) 1991 vi， 172 Jl. 
アジア経済研究所 rrtiアジアJ (経済) (政治・社会) (佐勝宏綱) 1991 2 11け (J由
域研究シリーズ 7，8) 

『史拶雑誌j では毎年寄~ 5号で[同協iと1咲きi'Uをjij似し、前$1・における日本版!と学界
の地滅別研究サーヴェイを行っている。貨援な文献情報が何られる。

Q
d
 

唱
E
A



を失っていることを指摘しなければならない。また頁数などの表記や

翻訳書の場合の原書名の記述が不完全であるなどの多くの問題を残し

ている。全国の都道府県立図書館における蔵書の総合目録としての

データベース UNICANETはアクセスポイントがあまりに限定されて

いて専門的な検索に不向きであることを指摘しなければならない。け

れども都道府県立図書館の中には戦前の資料を所蔵している可能性が

高いところもあるので、そのような図書館によるデータ入力作業の一

層の進展が則待される。

国立情報学研究所の NACSISWebcatは収録データが確実に増加

していて、各データの書誌情報も信頼性が高いといえよう。けれども

いくつかの間題点がある。そのひとつはこのデータベースへ慶応大学

図書館や早稲田大学図書館のような歴史もあり蔵書内容も豊かな図書

館が参加していないことである。さらに参加図書館の蔵書データ登録

の作業が一般的には最近の入手資料を優先して行われ、既蔵の古いも

のが後回しにされている傾向があることである。限られた人員と予算

の中で仕事をしている個々の図書館の状況を考えればこのような事態

は避けられない。その結果として古い戦前資料についての情報が不十

分であるという弱点が残っている。

これと同様の問題点は各地の図書館で特別扱いされている個人の名

を冠した文庫や特殊コレクションに含まれる個々の文献情報の入力状

況である。これらについては目録が作られていることもあれば未作成

のケースもある。乙れらが NACSISWebcatに登録されているかど

うか、埜録されていない場合にはその図書館の目録データベースに登

録されているかどうか、このことを確認するだけでも相当の時間と労

力を要する。貴重な文献がこのような文庫や特殊コレクションの中に

眠っている可能性は非常に商い。大きな未発掘の鉱脈のひとつと言う

ことができょう。

以上述べたような理由によってインターネット時代にも個別の主題

に関する冊子体の書誌・目録・索引頼の作成・刊行が必要な状況は変

わっていない。地域研究の分野ではまだこれらの埋められていない空

白部分が多い。社会科学・人文科学の専門的な主題分野でも未開拓な

テーマは同様に数多い。
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(8) 既存の基本的な冊子体情報源の現状

では既存の主要な1nt子体情報源の状況を次に概観してみよう。
京都大学人文科学研究所編 f東洋場文献類目』は地域研究分野の年
刊書誌としてはでは最も古い歴史をもっている。昭和]9(1934)年版か

ら現在まで二度の改閣を経過しているが、現在もfllt子体で毎i['.1'i1行さ
れている。 11本の東洋学関係の代表的な書誌として知られる O カバー
する地域はI1I央アジアと南アジア以東のアジア。採録対象文献は日本

語・中国語.ij列鮮初およびヨーロッパ諸制で書かれた論文(雑誌記事)・

単行書。主題分野は人文科学を中心lこ社会・経済・政治・法1M.科学

も含む。日本語・中国語・朝鮮語文献をよくカバーしているとともに、

ロシア訴を合むヨーロッパ諸語文献に関する情報提供にひとつの特徴

を指摘できょう。 18)

東方学会が 1954年版から 1996年版まで刊行してきた『東方拶関

係著書論文文献!~!録』も重要な情報測であった。カバーする地域はア

ジア・西アジア(中東)及びアフリカ。採録対象文献は1::1本間で刊行

された単行書と論文(雑誌記事)。主題分野は歴史・宗教 .m学を 1+1
心とした人文科学と日本と各国関係など。記述の形式も著者名のロー

マ字表記とタイトルの英語訳を付けて、対外的に日本における東洋学

の成果を毎年紹介する役書IJを担っていたが現在は休刊状態である。 19)

アジア経済研究所図書館編 f発展途上I也域日本語文献目録』は日本
における地域研究の分野で単行書・雑誌記事(論文)の形で刊行され

た文献を毎年採録・編集したものである o アジア・中東・アフリカ・

ラテンアメリカ・オセアニアをカバーし、各地域・各国に関する地域

研究の成果と開述文献を探索したものである。 1980-1993，2000】2004

年の年刊版が出版されたが、以後刊行されていない。

このように地域研究分野で代表的と思われていた1冊子体書誌知の11'.
で生残っているのは京都大学人文科学研究所『東洋製文献類|二!Jのみ

である o I二l本の図書館界が過去 10年ないしは 20年にわたって書誌

18) lI{j羽19-35年:r東洋9!r.Jf究文献類11J ; IIfj羽136-37(1961-62):DIO下皐研究文献triHJ;
lIil利38(1963)ー:r東洋拶文献~11~J

19)東方学会編fJl[プIjl再開係i¥'llF論文目録;sooks and Articles on Oriental SlIbjects PlIb-
Iished in JapanJ 1954-1996. 
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編成事業の分野で後退を統けてきたことは明白であろう。文献情報獲

得のための基本的なインフラストラクチャーが失われることの影響を

長期的視点からみた時に深刻な打撃を予想せざるをえない。未発掘の

過去の文献情報追及とともに現在の文献に関する網羅的な'情報収集努

力が行われる必要があろう。けれどもカレントな文献に関する組織的

な情報収集と編纂・公刊事業が基本的なところで壊れて行く現状にわ

れわれは直面している。なぜこのような後退が次々におこったのかは

本稿で取扱うにはあまりに大きな問題である。我々が刊行を中止せざ

るをえなかった『経済学文献季報』の問題も大きな同じ歴史的流れの

中で考え位置づけなければならないのではなかろうか。

(C) 文献情報の網羅性と書誌情報の精度向上

上記のように冊子体情報源がだんだんと姿を消して行く状況が今後

もしばらくの間続くであろう。一方ではインターネット上の有力な

データベースに古い文献の遡及入力や階層構造の複雑な文献(論文集

など)の入力方法の而で急激かつ劇的な進展が期待できないと思われ

る。このような状況にあっては、ある主題分野やテーマに関しては個

人またはグループのレベルで未発掘文献を探索しながら書誌を作成し

公刊して行く以外の道は考えられない。

未発掘文献を探し出す仕事では、特に明治則・大正JV]・昭和戦前期・
戦後暫くの次期に刊行された文献について未だ多くの課題が残されて

いる。これらの文献の発捌によって情報の網羅性を高めるとともに、

現物を手にとって点検する作業を通して書誌情報の糊度を高めること

も大きな課題である。

(5 )今後の課姐

(A) 未発見・米収録文献の探索

未発掘資料nyiのひとつは政府刊行物である。この発掬i事業には中央
省庁、都道府県レベルの図書館・公文書館所蔵資料を調査する必要が

あるが、第二次大戦による焼失とともに敗戦を受けて処分されたもの

が多いのではないかと考えられ、あまり多くの成果を期待することは

できないように思われる。むしろ都道府県レベルの図書館・公文書館
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や大学・研究機関の図書館において一般蔵書とは別に、個人名を冠し

た文庫や特別コレクションの形で所蔵され、その内容が目録化されて

いないもの、または冊子目録化されていても一般的に知られていない

ものの中に相当の未発掘文献が存在するであろうと推測できる。また

寺院や神社の大きな組織がいろいろな形で所蔵する文献群はそのほと

んどが総合目録やデータベースのネットワークから外れている。成田

山仏教図書館で『日印協曾々報jの初期の号が所蔵されていて、同図

書館の協力をえてこの雑誌のパックナンバーを揃えることができた経

験がある。 20) 日本の各種図書館の中でも寺社関係図書館の所蔵する

文献には注目すべきであろう。

(B) 雑誌記事索引などの情報源

今回各種文献の中で採録対象に入れなかったものは雑誌記事と外国

語で刊行された日本人の著作物である。

雑誌記事についてはいくつかの索引がある。その代表的なものとし

て国立国会図書館のデータベース『雑誌記事索引jがある。 1948年

以後のものが採録対象になっているが、それ以前の時期については替

わりになるような索引のデータベースが今のところ存在していない。

このことは日本におけるインド研究史を行う場合にひとつの大きな陸

路になっている。明治初期から第二次大戦後までの時期をカバーする

索引の出現が待たれる。

インドに関して外国語で刊行された日本人の著作物に関する書誌も

今後の課題である。岡倉天心や河口慧海などの著作の一部が英語で出

版されていることはよく知られているが、その他の人々の著作を含め

た全体像を知ることは困難である。その探索には相当の時間を要する

だろう。

20)松本(1自作 rr日印協曾#報j 未発見号の所在判明についてJ <r史資料ハプ地域
文化研究J(東京外国語大学大学院地域文化研究科21世紀COEデログラム)No.2 
Sept. 2003 p. lO3-110) 
松本焔作 rr日印協合キ報jと『印l変申谷陀日本商品館館報jの公開利則を閥始 日
印関係史研究のためにJ(r史資料ハプ 地域文化研'先J(東京外国語大学大学院地械
文化研究科21I世紀COEプログラム) No. 3 March 2004 p. 96-98) 
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おわりに

私にとって大事な勉強の場であり、かつ情報入手の場でもあった経

済資料協議会がその長い雌史を閉じることは実に残念なことである。

I経済学文献季報jは私の書誌学への知識を養成してくれたし、他の
図書館の人々とともに共通のルールのもとに作り上げてゆく書誌類の

大切さと、研究者や学生に大きな情報源を提供してゆく社会的な役削

に参加している歓びを与えてくれた。祐先輩や会員の方々に対する大

いなる感謝の気持ちをこの場をかりでql上げたL冶。そしてまた将来そ

れほど速くない時期に次の世代の図書館員と研究者が変化する環境の

中で新たな組織を作り共同して学術の限界に貢献する活動を再開して

くれることを切望する。
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